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１　次の会話文を読んで，後の問いに答えなさい。
生徒Ａ：今日の授業では①青年期の心理の特徴について扱ったよね。
生徒Ｂ：うん。最近さ，②人とどう関わればいいのか分からなくなってしまうことがあるんだ。でも，そういう迷いも自分らしさを形づくる途中段階だって聞いて，少し気持ちが軽くなったよ。
生徒Ａ：それ，わかるなあ。実は僕もこのところ，③自分に自信が持てなくてさ。部活でもテストでも，周りのほうがうまくやっている気がしてしまうんだ。「自分って取り柄がないのかも」って思ってしまうこともある。振り返りの用紙にも書いたけど，④「本当の自分がわからない」「自分は何をすればいいのかわからない」と考えてしまうときがあるんだ。
生徒Ｂ：簡単に答えが出る問いじゃないよね。でも，⑤次の時間は昔から今に至るまでの思想家の考えを手がかりに，人としてどう生きるかを考えるんだよね。いろいろな考え方に触れれば，少しはヒントが見つかるかもしれないね。
生徒Ａ：うん。すぐに結論が出なくても，考え続けること自体が大事なのかもしれないね。

問１　下線部①に関連して，次の文章を読み，ⅠおよびⅡについて答えなさい。
	われわれは，いわば二回生まれる。一回目はこの世に存在するために，二回目は生きるために。つまり最初は人間として，次は男性・女性として生まれる。…自然によって定められた時期にそこ（子どもの状態）から抜け出す。そしてこの危機の時代は，かなり短いとはいえ，長く将来に影響を及ぼす。彼はすでに目に，ものをいう力がゆたかであることを知っている。彼は目をふせたり，顔を赤らめたりすることを覚えはじめる。何を感じているのかわからないうちに感じやすくなる。理由もないのに不安になる。これが私のいう　　Ａ　　である。



この一節は　　Ｂ　　が『エミール』の第４篇で用いた文章である。一度目の　　Ｃ　　誕生ののちに，二度目は　　Ｄ　　誕生を迎えることが示されている。近代以降，産業構造の発達や教育制度の確立に伴い，　　Ｘ　　。『エミール』は教育論として書かれた古典であり，このような時代の変化の中で，青年期に際してどのような教育をするべきかが説かれている。








Ⅰ　資料および文章中の空欄　Ａ　〜　Ｄ　に入る適切な語の組合せとして最も適当なものを，次のア〜クのうちから一つ選びなさい。知・技【３点】
	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	ア
	心理的離乳
	ルソー
	青年期に自我に目覚める精神的な
	母親から生まれる生物的な

	イ
	心理的離乳
	ルソー
	母親から生まれる生物的な
	青年期に自我に目覚める精神的な

	ウ
	心理的離乳
	レヴィン
	青年期に自我に目覚める精神的な
	母親から生まれる生物的な

	エ
	心理的離乳
	レヴィン
	母親から生まれる生物的な
	青年期に自我に目覚める精神的な

	オ
	第二の誕生
	ルソー
	青年期に自我に目覚める精神的な
	母親から生まれる生物的な

	カ
	第二の誕生
	ルソー
	母親から生まれる生物的な
	青年期に自我に目覚める精神的な

	キ
	第二の誕生
	レヴィン
	青年期に自我に目覚める精神的な
	母親から生まれる生物的な

	ク
	第二の誕生
	レヴィン
	母親から生まれる生物的な
	青年期に自我に目覚める精神的な



Ⅱ　文章中の空欄　　Ｘ　　にあてはまる文章として適切なものを，次のア〜エのうちから一つ選びなさい。思・判・表【３点】
ア．一人の人間が一人前の大人として扱われる時期は次第に早くなっていった。
イ．「大人」と見なされる通過儀礼の社会的意義は大きくなった。
ウ．青年期を重視していた社会的な風潮は次第に廃れるようになった。
エ．人間が社会的に自立するための準備期間として青年期が次第に認められるようになった。

問２　下線部②に関連して，次の日常生活での葛藤場面のうち，「回避―回避」の葛藤に分類されるものとして最も正しいものを，次のア〜エのうちから一つ選びなさい。思・判・表【３点】

　ア．密かに思いを寄せていた人と友人が結婚することになり，スピーチを頼まれて断りたいが，友人に不審がられそうで，断るに断れず悩んでいる。
　イ．第一志望の学部はあるが遠隔地のため親が反対するA大学と，地元にあるが第一志望の学部のないB大学と，どちらを受験しようか悩んでいる。
　ウ．雇用条件が良くて安定した会社の入社試験と，もともと入りたかった劇団のオーディションと，どちらを受けるべきか悩んでいる。
　エ．憧れの先輩がいるクラブに入部しようと思っていたが，練習がとても厳しく時間も長いと聞き，入部すべきかどうか悩んでいる。
問３　下線部③に関連して，フロイトはストレスや欲求不満に対処する心の無意識の働きを防衛機制と呼んだ。これに関連して，ⅠおよびⅡについて答えなさい。

Ⅰ　防衛機制の種類とその説明の正誤の組合せとして最も適当なものを，次のア〜クのうちから一つ選
びなさい。知・技【３点】
Ａ　投　射：他人の長所を，あたかも自分自身のものとして映し出すこと。
Ｂ　逃　避：攻撃性や性的な衝動などの欲求を，社会的に価値ある活動への欲求に転化すること。
Ｃ　合理化：もっともらしい理由や理屈をつけて正当化すること。

	
	ア
	イ
	ウ
	エ
	オ
	カ
	キ
	ク

	Ａ
	正
	正
	正
	正
	誤
	誤
	誤
	誤

	Ｂ
	正
	正
	誤
	誤
	正
	正
	誤
	誤

	Ｃ
	正
	誤
	正
	誤
	正
	誤
	正
	誤



Ⅱ　防衛機制の一つである「反動形成」の具体的な行動の例として最も適当なものを，次のア〜オのうちから一つ選びなさい。思・判・表【３点】

ア．本当は人前で失敗するのが怖くて仕方がないのに，クラスでは「俺に任せろよ」と何度も大声で言い，わざと強気な態度をとっている。
イ．テストで思うような点数が取れず悔しかった高校生が，その場で床に座り込み，子どものように足をばたばたさせて泣き出した。
ウ．自分の中に特定の国の人に対する差別的な気持ちがあることをうすうす感じている人が，SNSで「差別をする人は最低だ」と強く非難する投稿を繰り返している。
エ．好きなアニメのヒーローに影響を受け，髪型や服装をまねし，口ぐせまで同じようにしている。
オ．大会で実力不足のために敗れたにもかかわらず，「今日は寝不足だったから本気が出せなかっただけだ」と周囲に説明している。

問４　下線部④に関連して，次の会話文を読み，会話文中の空欄に適する語の組合せとして最も適当なものを，次のア〜クのうちから一つ選びなさい。知・技【３点】 

生徒Ａ：レンブラントの自画像を見たんだけど，若い頃と晩年で表情が全然ちがっていて驚いたよ。レンブラントは生涯で60もの自画像を書いているんだって。
生徒Ｂ：授業では，心理学者の　　X　　が青年期の発達課題を「アイデンティティの確立」としたと習ったけど，自画像は自分が何者かを見つけていく過程でもあるから，何か関係しているかもね。
生徒Ａ：うん。レンブラントは成功も挫折も経験しながら，その時々の自分を描いていて，変化しても描き続けたところに，自分を受け入れていく姿が見える気がする。
生徒Ｂ：　　Ｘ　　は青年期を　　Ｙ　　と表現していたよね。社会と関わりながら，自分を見つめ続けることが，生きていく上で大切なのかもしれないね。
生徒Ａ：レンブラントの自画像は，　　Ｚ　　を示しているのかもしれないね。

	
	Ｘ
	Ｙ
	Ｚ

	ア
	レヴィン
	境界人
	迷いを含みながらも，自分を見つめ続けることでアイデンティティを確立していく姿

	イ
	レヴィン
	境界人
	ありのままの自分を直視することができず，アイデンティティが拡散していく姿

	ウ
	レヴィン
	心理社会的モラトリアム
	迷いを含みながらも，自分を見つめ続けることでアイデンティティを確立していく姿

	エ
	レヴィン
	心理社会的モラトリアム
	ありのままの自分を直視することができず，アイデンティティが拡散していく姿

	オ
	エリクソン
	境界人
	迷いを含みながらも，自分を見つめ続けることでアイデンティティを確立していく姿

	カ
	エリクソン
	境界人
	ありのままの自分を直視することができず，アイデンティティが拡散していく姿

	キ
	エリクソン
	心理社会的モラトリアム
	迷いを含みながらも，自分を見つめ続けることでアイデンティティを確立していく姿

	ク
	エリクソン
	心理社会的モラトリアム
	ありのままの自分を直視することができず，アイデンティティが拡散していく姿



問５　下線部⑤に関連して，心理学者の言及Ａ・Ｂについて，その正誤の組合せとして最も適当なものを，次のア〜エのうちから一つ選びなさい。知・技【３点】

Ａ　マズローは人間の欲求を階層的に捉え，本当の自己を見出し，自分の能力を最大限実現しようとする承認の欲求を，人生の最高の欲求と位置づけた。
Ｂ　アドラーは他者と共感することのできる共同体感覚をもつ人は，自分自身を勇気づけることができ，劣等感を克服して人生を有用なほうへ向けていこうと努力することができると論じた。

ア．A―正　B―正　　　イ．A―正　B―誤　　　ウ．A―誤　B―正　　　エ．A―誤　B―誤
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第2問
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